
専
決
処
分
に
つ
い
て
（
五
件
）

逗

挙

選

四
日
市
市
議
会
常
任
委
員
会
委
員
選
任
に
つ
い
て

臨
時
出
納
検
査
立
会
人
互
選
に
つ
い
て

挙

選

一
重
都
市
計
画
地
方
番
議
会
委
員
選
挙
に
つ
い
て

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

四
日
市
市
外
三
ヵ
町
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て
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上
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1
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、
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市
の
区
域
内
に
新
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に
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を
生
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た
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の
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て

挙

菰
野
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染
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七

騨

四

日

市

市

議

会

臨

時

会

議

事

速

記

録

0
昭
和
三
十
七
年
五
月
九
日
（
水
曜
日
）
午
後
二
時
五
分
開
会

0
出
席
議
員
（
三
十
四
名
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會
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上
程
1
議
案
説
明
1

質
疑
、
討
論
、
議
決

昭
和
三
十
六
年
度
四
日
市
市
水
道
事
業
会
計
予
算
の
繰
越
に
つ
い
て

報
告
1
質
疑
1
了
承

早

l l l 

和

君

大｝、池

谷＇畑

喜
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君君
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郎

武

志

政

君，君

鈴錦
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安

君
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君
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〇
欠
席
議
員
（
五
名
）

0
市
議
会
事
務
局
（
五
名
）

主

事

補

安

藤

枝

好

主

事

小

事

坂

倉

紀

久
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主 議

事

係

長

川

原

田坂

靖裕

事

務

局

長

菊

地

英

也

橋
．
一
詰

日
・

1

比

興義

降平
．． 

君君

服

部

昌

弘

君

浜

田

弾

平

君

山

ロ

匡
Iロ

生

君

中

本島
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勝

、

君

山

郎

君
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藤

谷

祐

君

小

林

喜

夫

君

永柴

田

巳

側

君

田

繁

．

君

山

中

忠

君

田

村

末

松

君

辻••生伊伊

-川．ー藤

定

章

君

平

．

蔵

君

宗

君

藤

君

坂前

上

君

JII 

君

笠

田

鈴

木藤藤

泰・長

十-,. •.• 
郎ク男衛｝次

辰七、愛

君 君

加

男

君

伊渡

定金

君

部

君

高

橋

権

太

ー・郎祐

伊

君

-,2＿ 



助助

役

庄

役

宮

}

r

カ

司

良

総

務

部

長

産

業

部

長

菌

浦

和

已

林

義

男

市

長

平

田

佐

矩

収

入

役

川

崎

祐

男

記

議

事

説

求

書

殿

四

日

長

四

日

市

市

水

道

局

長

市

市

四

日

市

市

議

会

議

長

で
あ
り
ま
す
．

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

．．
 

.

.
 t

t

 

.

.
,
'
 

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

本
日
の
出
席
議
員
は
、
三
十
二
名
で
あ
り
ま
す
。

0
誤
長
（
山
本
三
郎
君
）

第
一
三

第
一
四

議
案
第
七
四
号

報
告
第
一

号

‘’ 

．．．． 
質
疑
、
討
論
、
承
認

, 

ヽ
、

ヽ

第

議
案
第
七

0
号

議
案
第
七
一
号

議
案
第
七
二
号

議
案
第
七
三
号

ヽ

・
・
・
・
質
疑
＇
討
論
亀
議
決

ヽ

グ

第

ヽ

．．．． 

‘’ .~ 

第
一
〇

’ 

．．．． 

，
 
ヽ

第
九

専
決
処
分
に
つ
い
て

ヽ

o
 
.. 

9
 
ヽ

第

八

議

案

第

六

九

号

第

七

議

案

第

六

八

号

専
決
処
分
に
つ
い
て

専
決
処
分
に
つ
い
て

第

.... 
ノ‘

発

誤

第

四

号

第

五
第

四

第 第

選

挙

第

三

号

発

議

第

三

号

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

選

挙

第

一

号

選

挙

第

二

号

四
日
市
市
外
三
ヵ
町
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
誰
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

菰
野
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
談
会
誤
員
選
挙
に
つ
い
て

三
重
都
市
計
画
地
方
審
醗
会
委
員
選
挙
に
つ
い
て

四
日
市
市
謡
会
常
任
委
員
会
委
員
選
任
に
つ
い
て

臨
時
出
納
検
査
立
会
人
互
選
に
つ
い
て

専
決
処
分
に
つ
い
て

専
決
処
分
に
つ
い
て

昭
和
三
十
七
年
五
月
四
日

.•••.•••••..••••••.••.••.•.•••.••••• 
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昭
和
三
十
七
年
度
四
日
市
市
歳
入
歳
出
第
二
回
追
加
予
算

市
の
区
域
内
に
新
ら
た
に
土
地
を
生
じ
た
こ
、
と
の
確
認
に
つ
い
て

昭
和
三
十
六
年
度
四
日
市
市
水
道
事
業
会
計
予
算
の
繰
越
に
つ
い
て
：

た
だ
い
ま
よ
り
言
昭
和
三
十
七
年
五
月
四
日
市
市
議
会
臨
時
会
を
開
会
い
た
し
ま
す
．

ll:~•9~ 

本
臨
時
会
の
会
議
録
署
名
者
は
、
早
川
醗
員
と
渡
部
謡
員
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
．

要
求
い
た
し
て
お
き
ま
し
た
議
事
説
明
者
の
氏
名
は
、
お
手
元
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
要
求
書
写
の
と
お
り

な
お
、
庄
司
助
役
は
、
病
気
の
た
め
欠
席
い
た
し
ま
し
た
か
ら
御
了
承
願
い
ま
す
。

明

者

要

五
月
九
日
開
会
の
臨
時
市
議
会
に
お
い
て
議
案
そ
の
他
議
事
に
関
し
説
明
の
た
め
出
席
せ
し
め
ら
れ
た
く
要
求
し
ま
す
．

事

昭
和
三
十
七
年
五
月
九
日
（
水
曜
日
）
午
後
二
時
開
議

第

醗

日

程

第

号

‘’ 

9

`

 

ヽ~

ーダー，

-s-



と
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
呉
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）
た
だ
い
ま
よ
り
、
会
議
を
開
き
ま
す
。

日
程
第
一
、
会
期
の
決
定
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
本
臨
時
会
の
会
期
は
、
本
日
一
日
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
醗
長
（
山
本
三
郎
君
）

す。

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
会
期
は
、
本
日
一
日
間
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
日
程
第
二

2

選
挙
第
一
号
四
日
市
市
外
三
ヵ
町
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
議
会
酸
員
の
選
挙
を
行
な
い
ま

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
選
挙
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
過
般
の
全
員
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
御
決
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
議
長
に
お
い
て
指
名
す
る
こ
と
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま

四
日
市
市
外
三
ヵ
町
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
議
会
醗
員
に
、
高
橋
伊
祐
君
を
指
名
い
た
し
ま
す
．

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
高
揺
伊
祐
君
を
p

当
選
人
に
定
め
る
こ
と
に
御
異
誰
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

御
呉
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
高
橋
伊
祐
君
が
、
四
日
市
市
外
三
ヵ
町
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
議
会
議

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）
次
に
日
程
第
三
f

選
挙
第
二
号
菰
野
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
を
行
な
い
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
選
挙
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
議
長
に
お
い
て
指
名
す
る
こ

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

員
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

御
異
議
な
し
と
認
め
て
冨
そ
の
よ
う
に
決
定
い
た
し
ま
す
。

〔
「
異
誤
な
し
」
、
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

せ
ん
か
。

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

,
＇
『
．

~
J
I
_
1
'
’

d
 

〔

表

彰

状

伝

達

〕

．
 

ー

・

・

・

I
r
 

＇ 

,

'

,

9

‘

l

,

1

,

9

,

i

'

・

 

，` 

財総

務務

課課

長長

本
日
の
議
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
睾
亭
日
程
第
一
号
に
よ
り
取
り
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
か
ら
、
よ
ろ
し
く

会
賎
に
先
立
ち
ま
し
て
、
さ
る
四
月
二
十
日
、
津
島
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
四
十
四
回
東
海
市
賤
会
睾
畏
会
に
お
き
ま
し
て
、

平
野
醗
員
が
二
十
五
年
以
上
の
勤
続
職
員
と
し
て
特
別
表
彰
、
山
口
嘩
員
、
伊
藤
宗
一
諮
員

p

田
村
議
員
、
柴
田
賤
員
の
四
議
員
が
十
五

年
以
上
の
勤
続
議
員
と
し
て
一
般
表
彰
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
た
だ
い
ま
か
ら
表
彰
状
の
伝
達
を
行
な
い
ま
す
。

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

水

道

局

長

岩

野

見

．

斉

商

H

課

長

輪

伊

藤川

涼喜

代

司

西

敏

郎

I 
技

術

部

長

総

務

課

長

滝

伝

之

助

山

本

文

雄

-7- :-6-



た° 

副

委

員

長

谷

ロ

専

九

議

員

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
山
本
三
郎
沼
）

御
異
議
な
し
と
認
め
て
、
そ
の
よ
う
に
決
定
＂
い
た
し
ま
す
。
菰
野
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
議
会
囃
員
に

以
上
、
二
名
を
指
名
い
た
し
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
．
た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
矢
田
繁
郎
君
、
小
林
喜
夫
君
の
御
両
名
を
、
当
選
人
と
定
め
る
こ
と
に
御
異

.
〔
「
異
譲
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
W

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
矢
田
繁
郎
君
、
小
林
喜
夫
君
が
、
菰
野
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
議
会
議

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）
次
に
日
程
第
四
、
選
挙
第
三
号
三
重
都
市
計
画
地
方
審
議
会
委
員
の
選
挙
を
行
な
い
ま
す
。

苓
は
か
り
い
た
し
ま
す
，
選
挙
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
議
畏
に
お
い

て
指
名
す
る
こ
と
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
呉
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

御
異
議
な
し
と
認
め
て
、
そ
の
よ
う
に
決
定
い
た
し
ま
す
．

三
重
都
市
計
画
地
方
審
議
会
委
員
に
、
藤
谷
祐
一
君
を
指
名
い
た
し
ま
す
。

し
ま
し
た
藤
谷
祐
一
君
を
、
三
重
都
市
計
画
地
方
審
議
会
委
員
の
当
選
人
と
定
め
る
こ

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
指
名
い
た

〔
「
異
隈
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

御
呉
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
藤
谷
祐
一
君
が
、
ー
三
重
都
市
計
画
地
方
審
議
会
の
委
員
に
当
選
さ
れ
ま

次
に
日
程
第
五
、
発
議
第
三
号
四
日
市
市
謡
会
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
を
行
な
い
ま
す
。

常
任
委
員
の
選
任
に
つ
き
ま
し
て
は
，
す
で
に
御
選
考
願
っ
て
お
り
ま
す
の
で
原
案
の
と
お
り
選
任
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ

御
呉
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
発
議
第
三
号
は
原
案
の
と
お
り
選
任
い
た
す
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し

な
お
り
こ
こ
で
各
常
任
委
員
会
の
正
副
委
員
長
の
互
選
の
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

委

員

会

委

員

長

藤

t

泰

副
委
員
長

産
業
経
済
委
員
会
委
員
長

渡

部

．

権

太

郎

傘

議

員

副

委

員

長

服

部

昌

弘

際

員

教

育

民

生

委

員

会

委

員

長

中

島

忠

勝

議

員

伊

藤

宗

総

務

伊

議
員員

議

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

し
た
。

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

員
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
．

議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

小

林

喜

夫

君

矢

田

繁

郎

君
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と
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
賤
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

御
異
議
な
し
と
認
め
て
、
そ
の
よ
う
に
決
定
い
た
し
ま
す
。
臨
時
出
納
検
査
立
会
人
に

君

以
上
の
三
名
を
推
選
い
た
し
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す

fJ

た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
三
君
を
、
当
選
人
と
定
め
る
こ
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

時
出
納
検
査
立
会
人
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

分
に
つ
い
て
の
五
件
を
一
括
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
た
だ
い
ま
御
上
程
の
各
議
案
に
つ
い
て
憚
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

議
案
第
六
十
八
号
な
い
し
第
七
十
二
号
の
五
議
案
は
、
い
ず
れ
も
起
債
の
許
可
決
定
に
伴
い
行
い
ま
し
た
専
決
処
分
に
つ
い
て
、
御
報

告
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
三
十
六
年
度
の
起
債
の
許
可
は
、
災
害
等
の
関
係
も
あ
り
非
常
に
遅
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
や
む
を
え
ず
専
決
処
分
を
行
な

っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
議
案
第
六
十
八
号
は
、
昭
和
三
十
六
年
度
起
債
の
決
定
に
伴
い

b

昭
和
三
十
六
年
度
本
市
一
般
会
計
第
七
回
追
加
更
正
予
算
の
専

決
処
分
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

議
案
第
六
十
九
号
は
、
休
養
施
設
建
設
資
金
並
び
に
単
独
災
害
復
旧
資
金
及
ぴ
公
共
土
木
等
災
害
復
旧
資
金
等
の
起
債
の
許
可
決
定
に

伴
う
起
債
の
専
決
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
休
養
施
設
建
設
資
金
一
＿
＿
千
万
円
は
亀
先
に
職
員
保
養
所
の
建
設
に
つ
い
て
所
要
資
金
四
千

万
円
の
う
ち
、
三
千
万
円
を
三
重
県
市
町
村
共
済
組
合
の
立
て
か
え
に
よ
り
行
な
う
よ
う
予
算
外
義
務
負
担
の
御
決
瞭
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
こ
の
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
起
債
の
許
可
申
請
を
行
な
い
、
懇
請
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
と
こ
ろ
｀
三
千

万
円
の
許
可
を
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
災
害
復
旧
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
起
債
許
可
決
定
に
よ
り
新
し
く
起
債
を
行
な
う

よ
う
専
決
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
、
公
共
土
木
等
災
害
復
旧
資
金
は
、
先
に
土
木
災
害
復
旧
資
金
と
し
て
一
千
百

万
円
の
御
決
議
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
土
木
災
害
以
外
の
都
市
下
水
路
及
ぴ
学
校
等
の
災
害
復
旧
に
対
し
て
も
起
債
が

.2

市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
登
壇
〕

提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

次
に
日
程
第
七
、
議
案
第
六
十
八
号
専
決
処
分
に
つ
い
て
な
い
し
日
程
第
十
一
、
謡
案
第
七
十
二
号
専
決
処

君

平

君

〇
隈
長
（
山
本
三
郎
君
）

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
内
山
囃
十
郎
君
、
浜
田
啜
平
君
、
伊
藤
宗
一
君
が
昭
和
三
十
七
年
度
臨

伊 浜 内

藤田山

宗頭弾

十

郎

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

以
上
で
あ
り
ま
す
。

次
に
日
程
第
六
、
発
醗
第
四
号
臨
時
出
納
検
査
立
会
人
の
互
選
を
行
な
い
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
互
選
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
誰
長
に
お
い
て
指
名
す
る
こ

建

設

委

員

会

委

員

長

副
委
員
長

山

中

忠

語

野

呂

幸

太

郎

‘

議

員．員

I― 
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〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

別
段
、
御
質
疑
、
御
意
見
も
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
の
で
、
委
員
会
の
付
託
を
省
略
し
て
議
案
の
採
決
を
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

〔
「
異
謡
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

御
異
賤
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
よ
う
に
決
定
い
た
し
ま
ナ
。

お
は
か
り
5
た
し
ま
す
。
誤
案
第
七
十
三
号
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
て
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

御
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
発
言
願
い
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
御
審
議
の
険
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

次
に
議
案
第
七
十
三
号
は
、
昭
和
三
十
七
年
度
一
般
会
計
第
二
回
追
加
予
算
案
で
あ
り
ま
し
て
、
昭
和
三
十

昭
和
三

ー
ビ
ス
協
同
組
合
の
住
宅
建
築
事
業
が
、

し
ま
す
百
貨
サ

六
年
度
に
お
き
ま
し
て
本
市
が
厚
生
年
金
還
元
融
資
に
よ
り
転
貸
い
た

十
六
年
度
内
に
完
成
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
事
業
繰
り
越
し
の
た
め
昭
和
三
十
七
年
度
予
算
に
追
加
計
上
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）

〔
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
登
壇
〕

提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

い
た
し
ま
す
。

0
議
長
C

山
本
三
郎
君
）

は
承
認
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

〇
麒
長
（
山
本
三
郎
君
）

許
可
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
を
含
め
て
公
共
土
木
災
害
復
旧
資
金
と
し
て
起
債
の
専
決
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

議
案
第
七
十
号
は
、
す
で
に
御
決
謡
い
た
だ
き
ま
し
た
起
債
の
う
ち
、
義
務
教
育
施
設
整
備
事
業
資
金
及
び
そ
の
他
の
起
債
許
可
が
予

定
よ
り
増
額
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
更
正
を
行
な
う
と
と
も
に
、
蔑
案
第
六
十
九
号
で
御
説
明
い
た
し
ま
し
た
よ
う
に
、
土
木
災
害

に
つ
と
て
は
公
共
土
木
災
害
復
旧
資
金
と
し
て
新
し
く
起
債
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、
土
木
災
害
復
旧
資
金
一
千
百
万
円
を
減
額
し
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

議
案
第
七
十
一
号
は
、
議
案
第
六
十
九
号
で
御
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
職
員
保
養
所
建
設
資
金
の
起
債
許
可
に
伴
い
、
先
に

御
決
議
を
い
た
だ
き
ま
し
た
立
替
金
を
滅
額
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

囃
案
第
七
十
二
号
は
、
さ
る
十
二
月
の
賤
会
で
議
決
せ
ら
れ
ま
し
た
四
日
市
倉
庫
株
式
会
社
に
対
す
る
住
宅
建
築
費
貸
付
金
の
更
正
増

額
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
専
決
処
分
を
行
な
い
ま
し
た
五
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
よ
ろ
し
く
御
承
認
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）
御
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
畜
御
発
言
願
い
ま
す
。
御
質
疑
あ
り
ま
せ
ん
か
。

’
`
,
．
別
段
~
御
質
疑
も
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
の
で
質
疑
を
終
結
し
、
委
員
会
の
付
託
を
省
略
し
て
議
案
の
採
決
を
い
た
し
た
い
と
思
い
ま

御
異
譲
な
し
と
認
め
て
。
そ
の
よ
う
に
決
定
い
た
し
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
離
案
第
六
十
八
号
な
い
し
醗
案
第
七
十
二
号
の
五
件
は
、
承
認
す
る
こ
と
に
御
異
醗
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
漿
案
第
六
十
八
号
な
い
し
第
七
十
二
号
の
専
決
処
分
に
つ
い
て
の
五
件

.~ 

次
に
日
程
第
十
二
、
議
案
第
七
十
三
号
昭
和
三
十
七
年
度
四
日
市
市
歳
入
歳
出
第
二
回
追
加
予
算
を
議
題
と

〇
醗
長
（
山
本
三
郎
君
）

す
が
、
御
E
会
議
あ
り
ま
せ
ん
か
b

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

、--．'/3-
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0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）
御
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
発
言
願
い
ま
す
。

別
段
、
御
質
疑
、
御
意
見
も
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
ナ
の
で
、
報
告
を
了
承
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
・
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
醗
長
（
山
本
三
郎
君
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
報
告
第
一
号
は
了
承
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
を
も
ち
ま
し
て
本
日
の
日
程
は
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
会
議
を
閉
じ

b

五
月
臨
時
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

報
告
第
一
｀
号
は
、
地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
き
昭
和
三
十
六
年
度
本
市
水
道
事
業
会
計
予
算
の
繰
越
に
つ
い

て
御
報
告
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）

〔
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
登
壇
〕

題
と
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
山
本
一

1

一
郎
君
）

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

,`.,,Ì
 

夕En 

0
議
長
（
山
本
一
＿
一
郎
君
）

ま
ナ
。

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
議
案
第
七
十
三
号
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

~•I 

〇
醗
長
（
山
本
三
郎
君
）
次
に
日
程
第
十
三
、
醗
案
第
七
十
四
号
市
の
区
域
内
に
新
ら
た
に
土
地
を
生
じ
た
こ
と
の
確
認
に
つ
い
て
を

醗
題
と
い
た
し
ま
す
。

提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

〔
市
畏
（
平
田
佐
矩
君
）
登
壇
〕

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）

惑
案
第
七
十
四
号
、
市
の
区
域
内
に
新
ら
た
に
土
地
を
生
じ
た
こ
と
の
確
認
に
つ
い
て
御
説
明
を
申
し
上
げ

本
案
は
畜
四
日
市
市
臨
海
工
業
地
帯
造
成
の
た
め
、
昭
和
三
十
二
年
十
一
月
よ
り
県
に
お
い
て
施
行
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
市
内
大
宇
浜

一
色
及
び
大
字
四
日
市
地
先
海
面
二
十
万
七
千
余
坪
の
公
有
水
面
埋
立
工
事
が
こ
の
ほ
ど
完
成
い
た
し
ま
し
て
、
さ
る
四
月
三
日
埋
め
立

て
竣
H
の
詔
可
が
告
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
地
方
自
治
法
第
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
本
市
の
区
域
内
に
新
ら
た
に
前
述
の
土

地
が
生
じ
た
こ
と
の
確
認
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

0
議
長
（
山
本
一
＿
一
郎
君
）
御
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
発
言
願
い
ま
ナ
。

別
段
、
御
質
疑
、
御
意
見
も
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
の
で
、
委
員
会
の
付
託
を
省
略
し
て
議
案
の
採
決
を
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

午
後
二
時
二
十
九
分
閉
会

御
異
醗
な
し
と
認
め
て
、
そ
の
よ
う
に
決
定
い
た
し
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
践
案
第
七
十
四
号
を
、
原
案
の
と
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
て
御
異
議
あ
h
全
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
競
案
第
七
十
四
号
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
日
程
第
十
四
、
報
告
第
一
号
昭
和
三
十
六
年
度
四
日
市
市
水
道
事
業
会
計
予
算
の
繰
越
に
つ
い
て
を
醗

-
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右
、
地
方
自
治
法
第
百
二
十
三
条
第
二

同

渡

部

署

項
の
規
定
に
基
づ
き
左
に
署
名
す
る
。

四
日
市
市
議
会
議
長

名

醗

員

早、山

Jll 

婚和

太

郎

本

郎
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